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論文内容の要旨
[目的]センチネルリンパ節生検は、版寵リンパ節郭清に代わる新しい乳癌の肢寄リンパ節転移診断法として近年注
目を集め、今日、凄まじい勢いで日常診療に応用されつつある。センチネノレリンパ節生検を実施すれば、転移の無い
症例に於いては不必要な服寵リンパ節郭清を省略することができ、その恩恵は極めて大きいと思われる。しかし、
radiotracer の投与部位に関しては、コンセンサスは未だ得られていない。そこで、我々は radiotracer の投与部位と
して periareolar 投与と peritumoral 投与とを比較検討した。また、乳癌のリンパ流として肢寵リンパ節へのリンパ
流と胸骨傍リンパ節へのリンパ流が存在することが知られているが、胸骨傍リンパ節へのリンパ流の経路としての乳
腺深層のリンパ網の意義を明らかにするために、乳腺深層に radiotracer を投与し胸骨傍リンパ節への radiotracer
の流入についても合わせて検討した。
[方法と成績]
(1 )periareolar 投与と peritumoral 投与の比較
手術前日に乳癌患者の患側乳房に radiotracer (テクネシウムスズコロイド、 37-74 MBq) を periareolar あるいは
peritumoral に投与し、その 1-2 時間後にシンチグラムを撮影した。手術開始直前に色素( 1 %Lymphazurin) 2 ml 
を radiotracer の投与部位にかかわらず peritumoral に投与して、センチネルリンパ節生検を行った。その結果、シ
ンチグラフィーでの描出率は periareolar投与群が 91%であり peritumoral投与群の 50%に比べて有意に高率であっ
た。また、センチネルリンパ節の同定率も periareolar 投与群が 100%であり、 peritumoral 投与群の 90%に比べて
有意に高かった。以上の結果から、 periareolar 投与は peritumoral 投与に比べて手技が簡単なうえに、シンチグラフ
ィーでの描出率およびセンチネルリンパ節の同定率とも有意に良好であることが判明した。
(2)乳腺深層のリンパ、流の検討
乳腺深層から胸骨傍リンパ節へのリンパ流を検討するために、腫蕩直下の乳腺深層に radiotracer を投与しその結
果を他の投与法と比較した。腫場直下の乳腺深層に radiotracer を注入した場合 (subtumoral 投与群)、シンチグラ
フィーで 40 症例中 15 例 (38%) に胸骨傍リンパ節が描出されたが、乳腺表層に投与した場合 (peritumoral 投与群、
periareolar 投与群、 intradermal 投与群)の描出率はわずか 3% (156 例中 4 例)で、あった。また、 subtumoral 投
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与群では術直前に intradermal に色素を投与し、 peritumoral 投与群、 periareolar 投与群、 intrademal 投与群では、
それぞれ peritumroal、 peritumoral、 intradermal に色素 2 ml を投与して、センチネルリンパ節生検を行った。セ
ンチネルリンパ節の同定率は subtumoral 投与群、 peritumoral 投与群、 periareolar 投与群、 intradermal 投与群で、
それぞれ 90% 、 100% 、 96% 、 93% といずれも高率で、あった。同定されたセンチネルリンパ節のうち、 radiotracer
と色素の両方で同定されたセンチネルリンパ節の割合は、 peritumoral 投与群、 periareolar 投与群、 intrademal 投
与群で、それぞれ 73%、 83% 、 81%で、あったが、 subtumoral 投与群では 35% と有意に低率で、あった。さらに、セ
ンチネルリンパ節が複数個存在する場合で、 radiotracer のみで同定されたセンチネルリンパ節が一つ以上、色素のみ
で同定されたセンチネルリンパ節が一つ以上存在し、かつ、 radiotracer と色素の両方で同定されたセンチネルリンパ
節が存在しない症例 (mismatch case) は、 subtumoral 投与群が 14%であり、 peritumoral 投与群 (0 %)、 periareolar
投与群 (1 %)、 intradermal 投与群 (2 %)に比して有意に高率で、あった。以上の結果から、乳腺深層から胸骨傍リ
ンパ節へのリンパ流の存在が示唆された。さらに、乳腺深層から肢寵リンパ節へ至るリンパ流が存在し、そのリンパ
流の経路は乳腺浅層からの肢寵リンパ節へ至る経路とは異なることが示唆された。
(3)乳癌の存在部位(乳腺表層、深層)と肢寵・胸骨傍リンパ節転移
拡大乳房切除術(胸骨傍リンパ節郭清)を行った乳癌症例の内、乳腺前面の脂肪組織にのみ浸潤する乳癌症例(表
層群 368 例)と乳腺後方の retromammary fat にのみ浸潤する乳癌症例(深層群 215 例)に於ける胸骨傍および肢寵
リンパ節の転移の頻度を比較した。その結果、深層群は表層群に比して、胸骨傍リンパ節転移および膜簡リンパ節転
移のいずれも有意に高率で、あった。以上の結果からも、乳腺深層から胸骨傍リンパ節と服嵩リンパ節へのリンパ流が
存在することが示唆された。
[総括]センチネルリンパ節生検に於ける radiotracer の投与部位としては、 periareolar 投与の方が peritumoral 投
与に比してより優れた方法である。また、乳腺深層から肢寵リンパ節と胸骨傍リンパ節へ至るリンパ流が存在し、そ
のリンパ流は乳腺表層のものとは経路が異なるので、 radiotracer は periareolar 投与だけでなく subtumoral 投与を
併用することでセンチネルリンパ節生検の精度をより向上させることができると考えられる。
論文審査の結果の要旨
近年、乳癌手術においてセンチネルリンパ節生検は日常的な診療手技として急速に広まりつつある。しかし、肢寵
センチネルリンパ節を同定するための radiotracer の投与部位については種々の方法が報告されており未だコンセン
サスはない。本研究の目的は、乳癌のセンチネルリンパ節生検における、 radiotracer の至適投与部位を明らかにする
ことである。まず、乳房のリンパ流の特徴から皮下リンパ網の最も発達している periareolar (乳輪周囲)に radiotracer
を投与して、それが従来の投与部位である腫蕩周囲に比べて優れた方法であることを示した。次に、 radiotracer を乳
腺深層(腫蕩背部の乳腺組織)に投与することによって、乳腺深層から内胸リンパ節と肢寵リンパ節へ至るリンパ流
が存在することを明らかにした。このことにより、腫蕩背面と乳輪周囲に radiotracer を投与することによって、 false
negative を排除することが可能であることが示唆された。最後に、内胸リンパ節郭清を施行した症例を対象として乳
腺深層のリンパ流の意義を検討したところ、腫蕩が retromammary space に浸潤しているものは、内胸リンパ節と膜
禽リンパ節の両方の転移率が高いことが判明した。この結果は、乳腺深層からのリンパ流がリンパ行性転移に関与し
ていることを強く示唆している。
以上の研究は、海外での同様の研究の報告もなく独創的であるだけでなく、センチネルリンパ節生検における最善
の radiotracer の投与法の方向性を示した研究であり、学位の授与に値すると考えられる。
